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ご招待
「2026年 ITE 香港からの訪日インバウンドセミナー」

～香港市場と旅行トレンドを理解する～

2026年2月12日（木）14:30～16:30、ビジョンセンター東京京橋（805号室）にて開催される「2026
ITE香港訪日インバウンドセミナー」のご案内です。「進化する香港の訪日インバウンド市場:トレンド、洞察、そ
して日本にとっての機会」をテーマとしたセミナーです。

セミナーは3つのセッションから構成しています。

First Session

香港政府観光局東京事務所の担当者が、「香港市場・旅行トレンドの特殊性、そしてGBAにおけるMICE
ハブとしての香港」について講演いたします。心よりお待ちしております。

Second Session
香港からの訪日旅行者をターゲットとする日本の観光事業者にとって必須のトピックです。ITEオーガナイザー
のTKSが、以下の大切な課題にお答えします。

1. 数々のネガティブなニュースの影響で、2025年の最初の11ヶ月間で香港から日本への旅行者数は
7.2%減少しました。香港メディアの分析では、「日本へ行かないと決まったわけではないが、落ち着くまで旅行
の決定は延期される」とされています。これは何を意味し、その根拠は何でしょうか?また、香港からの出国者
総数はどうなるのでしょうか?

2. 別の消費者調査と比較すると、ITEの一般訪問者は旅行に多額の支出をする傾向があることが確認され
ました。4,242件の回答を集めたITE2025調査では、これらのプレミアムFITの最新プロフィールを紹介し、2
つ目の調査では彼らの購買行動についてより詳しく示します。

3. バイヤーとトレードの来場者の半数以上が香港外から来場するため、出展者は ITE で他のソース マーケ
ットをカバーでき、特定のマーケットに過度に集中することが避けられます。

4.ITEの来場者は、通りがかりの歩行者ではなく、質の高い旅行者が購入に関心を持つ展示会です。その証
拠として、約10,000人のオーディエンスと約100回のトラベルセミナー、そして30,000人以上の来場者のうち
42%が現地での購入に関心を示しました。TKSは、海外出展者であっても一般公開日に収益を伸ばす方
法を説明します。

このセミナーでITE展示会のROIを最大化できます!

Third Session

効率的な参加: インフィニティ・コミュニケーションズが、ITE 香港での展示会体験を成功させるための包括的な
サポート パッケージの概要を説明します。
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2026年2月12日 (木)日にち:

14:30 – 16:30時 間:

ビジョンセンター東京京橋 (Room 805)会 場:

〒104-0031 東京都中央区京橋3-7-1
相互館110タワー4F,8F

住 所:

https://www.visioncenter.jp/tokyo/kyobashi/access/交 通:

English & Japanese言 語:

Free入場料:

-開催概要-

14:15 ~ 14:30受 付:

14:30 ~ 15:45プレゼンテーション:

‣ Hong Kong Tourism Board Tokyo Office
‣ TKS Exhibition Services Ltd.
‣ インフィニティ・コミュニケーションズ株式会社 香港訪日インバウンド責任者

スピーカー:

15:45 ~ 16:00Q&A:

16:00 – 16:30 (while Coffee, tea, and cookies provided)ネットワーキング:

- 開催タイムテーブル -

セミナーでお会いできるのを楽しみにしております。

~ セミナー参加申し込み・問い合わせ窓口 ~
インフィニティ・コミュニケーションズ株式会社 ITEセミナー担当 / 嶌田、難波、陳岡、斎藤
電話またはメールでお申し込み下さい。 (TEL 03-6712-6157 /MAIL event@dccom.co.jp)

Ms. Chloe Li of TKS Exhibition Services Ltd
(TEL 852 31550622 / LINE: itehongkong MAIL travel@tkshk.com)

Seminars & 
Audience来場者数Buyers/Trade 

VisitorsExhibitors

135 seminars, 
9,224 seated 

audience

70,212
(80% FIT)7,626 (53.2%*)

502 (88%*) from 64 
countries & regions (1/3 

from non-Asia)

ITE 2025主要概要


